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図 世界における国別魚食ランキング（グラム・１人・1日）
1 ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ（381) 7 韓国(154) 13 ｻﾓｱ (125) 19 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(100)
2 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ(242)   8 ｱﾝﾃｨｸﾞｱﾊﾞﾌﾞｰﾀﾞ(149)  14 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ(120)     20 ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ(96)
3 ｷﾘﾊﾞｽ(198)       9 ﾏﾚｰｼｱ（146） 15 ｽﾍﾟｲﾝ(117)
4 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ(167) 10 ﾐｬﾝﾏｰ(139)                    16 ﾊﾞﾙﾊﾞﾄｽ(111)
5 ｾｲｼｪﾙ(157)   10 ﾉﾙｳｪｰ(139)                    16 ﾘﾄｱﾆｱ(111)
6 日本(155)       12 仏領ﾎﾟﾘﾈｼｱ（130） 18 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ(101) [FAOSTAT 2012による]



刺し身（函館市）：ﾜｻﾋﾞ・醤油 刺し身（釜山市）：ｺﾁｭｼﾞｬﾝ

ミーバイのマース煮（石垣市）
鰯･鰊･河豚の糠漬け
（金沢市）

鯛の魚島（大阪市） ｶﾞｻﾞﾐのゆで物（岸和田市）

鮒寿司（草津市） 鰻蒸籠蒸し（柳川市）秋刀魚の塩焼き（大槌町）鱒寿司（富山市）

鯖寿司（京都市） 鱧のおとし（大阪市）



図 魚料理の三角形モデル（レヴィ＝ストロースを元に作成）。

Ｒ

Ｆ

Ｈ

F: 発酵型
塩辛・魚醤・
ナレズシ・燻製

R: 生（非加熱）型
刺身・踊り食い

H: 加熱型
焼き魚・煮魚・
干魚・油揚げ魚

１.常温で塩蔵・発酵 ３．かび付け・塩蔵

２．水・油・天日
による加熱

トド
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サヨリの燻製・
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グルクンの唐揚げ・
石垣市
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図 国民1人1日当たりの魚介類と肉類の摂取量の変化
厚生労働省「国民栄養調査」（平成７～１４年）、「国民健康・栄養調査」
（平成15～21年）を元に作成。

魚介類
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第2部：海とヒトの関係を考える

●話題提供 各20分 15:25ー16:25

１． 「マグロ資源の管理・保全に向けて－完全養殖の役割」
～升間主計（近畿大学水産研究所・所長）

２． 「サメ資源保護と魚食」
～鈴木隆史（桃山学院大学・兼任講師）

３． 「世界で最も美しい湾クラブ」
～高桑幸一（美しい富山湾クラブ・事務局長）

●パネルディスカッション 30分 16:25ー16:55

「将来に向けて取り組むべきこと－国際社会のなかで」
～升間主計・鈴木隆史・高桑幸一・角南篤・秋道智彌



クロマグロ（模型・大間町）

ビンナガ（石垣市） キハダ（糸満市） カジキマグロ（糸満市）

戸井産の生マグロ（函館市） マグロづくし丼 （仙台市）

種々のマグロ（那覇市・牧志） トロ鉄火巻き（京都市）



フカひれと高級食材：魚翅（ユイチー yúchì）

乾燥フカひれをもつバジャウ族の家族
（インドネシア・カヨア島）

福建省・福州沖で捕獲されたジンベエザメ（鯨鯊）
2007年９月12日。8.5トン。136万円で落札。

牛河天九翅・紅焼排翅



世界で最も美しい湾クラブ
Since 1997.  Sea-scape

富山湾（2014年）

松島湾（2013年）

駿河湾（2016年）

宮津湾・伊根湾（2016年）

九十九島湾（2018年）



●グローバルな動向との対応：SDGs, COP10 (愛知目標）, Future Earth 

●地域と地球をつなぐ発想の具現化（西欧とは異なる日本独自の思想と融合知の研究）

●歴史・文化・環境を踏まえた「海の生態史」（Ocean Eco-History）に関する研究と政策提言

●Prizeへの挑戦： ノーベル賞・京都賞・コスモス国際賞・Blue Planet賞を海洋研究者から
（cf. Census of Marine Life研究でコスモス国際賞を受賞/2011年）
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